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大 会 発 表 要 旨2006.11.18

ロダ ンの 「面」 概 念 につ いて

島本英明/大 阪大学

はじめに

ロダンの彫刻作品を解釈する視点は従来,

反復や身体部分の断片化,そ してそれに発す

るアサンブラージュなど,ア カデミックな伝

統的手法からは生まれ難い構造上の諸特徴へ

の着 目に基づ くものが優勢を占めてきたとい

うことができる。そうした諸特徴が見出され

るのは,1880年 に発注を受けた 《地獄の門》

への着手以降のことであり,事 実,こ の大作

が,ロ ダンにとって壮大な造形上の実験の機

会となったことは,こ れを機に残された作品

群を見る限り確かである。ただし,ロ ダン自

身の述懐に見 られるように,そ うした試みが

可能となるにはいわば下地 としての前段階が

整っていることが必要であるとされていなが

ら,そ れに関する考察はほとんどなされてこ

なかったといえる。本論考は,ロ ダンのいわ

ば飛躍を可能にした前段階がどのようなもの

であったかを明らかにすることを目的とし,

そのうえでロダン解釈においてさほど検討 さ

れてこなか った 「面plan」 という概念を主

な手がかりとする。

1囗 ダ ンの 「面 」 概 念

「面 」 概 念 は,ロ ダ ンの残 した発 言 お よ び

記 述 の う ち に見 出 され る。 多 くの場 合,「 面」

は"lesplans"と,複 数 形 で 語 られ て い る。

一 個 の 作 品 の う ち に複数 の 「面 」 が 存 在 す る

と い う こ とで あ る。 そ の様 態 は,ロ ダ ンが 手

元 で粘 土 を こね て小 さな人 物 像 を こ し らえ,

フ ィデ ィア ス と ミケ ラ ン ジ ェロ,両 者 の 作 品

の構 造 を分 析 した記 録 に 明 らか で あ る。

そ の分 析 にお い て ロダ ンは,人 物像 の 見 せ
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る筋肉の動きを通 してうかがえる重心のかか

る方向に着 目する。体における重心のかかる

さまを通 じて,動 作の展開を想像することが

できる。ロダンは,一 個の作品において,あ

る動作をめぐって肉体の移行する様子を表現

した。この時間的な移行を表現する様態を,

ロダンは 「動勢mouvement」 と呼ぶ。動勢

とは,ロ ダンの彫刻作品の表現内容のひとつ

である。作品全体を通じて表現されているそ

の動勢を構成 しているのが,作 品各部におい

て量が形づくる方向である。

通常,わ れわれは,筋 肉の伸び方や張 り,

弛みといった肉のつき方から,体 の各部分に

生じる肉体の量的な向きをうかがい知る。そ

れは彫刻作品においては,い わゆる 「肉付け」

と直ちに結びつ く。肉付けは量塊を量的に加

減するものだか らである。 しか しロダンは,

先の分析において,全 身像をまず 「面」 とい

う概念によって構造的に把握 したうえで,そ

のあと,各 々の 「面」に即して方向に言及す

る。「面」 は,ロ ダンにとって,方 向の表現

を可能とする基盤なのであり,い わば裏側に

隠れて,全 身像の各部分において生 じる方向,

すなわち肉体の量的な向きを導いているとい

える。

このことは,ロ ダンの彫刻作品が全体とし

てとる誇張に満ちた外観や雄々しく形作 られ

た肉体が,単 に動勢についての奇抜な着想や

肉付けの妙技に還元されるにとどまらず,動

勢を成 り立たせ,肉 付けを制御する 「面」に

基づいて生 じていることを意味する。 このこ

とをさらに厳密に考察するべ く,1877年 制作

の 《青銅時代》を取 りあげる。同作は,ロ ダ



ンのキャリアにおいて,1870年 代における古

典研究への貪欲な取 り組みを直接に受けて制

作された最初の全身像であり,そ の意味で,

古典作品の構造にみてとられた 「面」の位相

を確認するにはさしあたり好適と考えられる。

2「 面」概念の具体的検討

《青銅時代》の全体構造に着目すると,胸

部,腹 部,大 腿部,下 腿部へと分節される。

全身が四つに分節される点は,先 のフィディ

アス理解 と同様である。

この分節の仕方を,肉 付けのなされ方を通

じて確認すると,胸 部は,大 小様々な隆起や

窪みが骨格に即 して施されることで,張 りを

そなえた量感を伴 って表現されてお り,腹 部

は,へ その周囲を中心になだらかな隆起 と窪

みがうかがわれ,柔 らかな量感がきわめて繊

細に表現されている。大腿部は,張 り出した

右足に大きな重心はかかっておらず,骨 格に

沿って量感が表現されている一方,支 え足で

ある左足においては,筋 が浮き上がり,垂 直

に伸ばされた筋肉の しなやかさが表現されて

いる。下腿部は,突 っ張られた左足において

はより筋が浮き上がっており,張 り詰めた筋

肉の様子が表現されている。

以上のことか ら,施 された分節にそのまま

即 して肉付けの仕方に変化がつけられている

うえに,そ れぞれの部分に,部 分間の関係に

鑑みて適切といえる量感がもたらされている

ことが確認できる。

これらの部分はどのように全体へ と結びつ

いているか。上半身から腰にかけて緩やかな

カーブが描かれ,足 の付け根から大腿部にか

けては,上 半身とは逆方向へと緩やかに方向

付けられ,揃 えられた足元へと収束する。奥

行きに目を移すと,上 半身は胸部を中心に緩

やかに,下 半身は上腿部で盛 り上が り,下 腿

部で奥へと引っ込んでいる。 この隆起と窪み

の リズムは,「 面」に裏打ちされた分節構造

に即 しており,す なわち諸部分は奥行きの関

係において凹凸構造をなしていることがわか

る。

ここで,表 面の帯びる光 と影の効果への言

及が可能 となる。部分 ごとに全体を見ると,

互い違いに凹凸をなす ことによって,隣 り合

うふたつの部分は基本的に光と影の関係をな

す。 こうして得 られた光と影の大きな対照を

もとに,小 さな対照が作 り出されていく。大

小の光 と影の対照が動勢を覆い,そ の織 りな

しを通 じて外からも量塊に一体性が与えられ

る。 このとき,内 側か らの肉付けとそれに即

して外側から得 られる明暗の効果との統一が

実現する。

最後に,こ の凹凸の構造が何に基づくもの

であるか,そ の手がか りを建築に求める。

3「 面 」 の お か れ る 秩 序

「面lesplans」 とい う語 は,ロ ダ ンの 残

した 唯一 の著 書"LescathedralesdeFrance"

に も確 認 で き る。 フ ラ ンス の ゴ シ ック大 聖 堂

にお いて も,ロ ダ ンは,複 数 の 「面 」 に よ る

構 成 が 建 築 に光 と影 を もた らす様 子 を見 て い

た。 その 様 子 はま た,そ の油 彩 画 と デ ッサ ン

を見 て も明 らか で あ る。

大 聖 堂 にお け る凹 凸 は,内 部 空 間 を規 定 す

る交 差 ヴ ォー ル トが 外 へ と張 り出す こ とで 生

じて い る。 交 差 ヴ ォ ール トは規 則 に即 して 配

置 され て お り,し た が って 凹 凸 は規 則 的 に形

成 され る。 隆 起 が 明 るみ と結 び つ いて 量 の 表

現 とな るた め には,そ の 隣 り合 う箇 所 にお い

て も 同様,明 るみ との 関係 に即 して陰 影 を た

たえ る よ う,窪 み が 作 り出 さ れ ね ばな らな い。

す な わ ち,光 と影,両 者 が 呼応 的 に量 的 表 現

をな す,大 聖 堂 の構 造 的 な 凹 凸 の う ち に も,

ロダ ンは 「面 」 を 見 て い た とい え るで あ ろ う。
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